
JP 2008-508656 A 2008.3.21

(57)【要約】
　ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、
ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア
領域とが設けられ、ユーザデータ領域に記録されたオリ
ジナル記録ブロックをアップデートするための代替記録
ブロックは、スペア領域またはユーザデータ領域の未記
録領域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録
／読出する記録／読出部と、記録ブロックをオリジナル
記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報、ま
たは記録ブロックに代替される直前のアドレス情報のう
ち、少なくとも一つを含むように構成し、記録ブロック
を媒体に記録するように記録／読出部を制御する制御部
と、を備える記録／再生装置である。これにより、ＬＯ
Ｗによる代替がスペア領域またはユーザデータ領域で具
現されるシステムで、代替情報を効果的に復元できてデ
ータ再生の効率を向上させうる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体において、
　前記媒体には、ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ
領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記
録されたオリジナル記録ブロックをアップデートするための代替記録ブロックは、前記ス
ペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領域に記録され、
　前記代替記録ブロックは、前記オリジナル記録ブロックの位置を表す第１アドレス、及
び前記オリジナル記録ブロックを以前に代替した他の記録ブロックの位置を表す第２アド
レスのうち、少なくとも一つを含むことを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記第１アドレスまたは前記第２アドレスのうち、少なくとも一
つを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　情報記録媒体において、
　前記媒体には、ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ
領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記
録されたオリジナル記録ブロックをアップデートするための代替記録ブロックは、前記ス
ペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領域に記録され、
　前記オリジナル記録ブロック及び前記代替記録ブロックのそれぞれは、前記オリジナル
記録ブロックと前記代替記録ブロックとを区分するための識別情報を含むことを特徴とす
る情報記録媒体。
【請求項４】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記識別情報を含むことを特徴とする請求項３に記載の情報記録
媒体。
【請求項５】
　前記付加情報部分は、前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレスフ
ィールドまたは前記記録ブロックに代替される直前のアドレスフィールドのうち、少なく
とも一つを含み、
　前記識別情報は、前記オリジナルアドレスフィールドまたは前記以前アドレスフィール
ドのうち、少なくとも一つの値を特定の識別子として表して区分することを特徴とする請
求項４に記載の情報記録媒体。
【請求項６】
　情報記録媒体において、
　前記媒体には、ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ
領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記
録されたオリジナル記録ブロックをアップデートするための代替記録ブロックは、前記ス
ペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領域に記録され、
　前記代替記録ブロックの物理的なアドレスは、代替される前の記録ブロックの物理的な
アドレス、及び前記オリジナル記録ブロックの物理的なアドレスより常に大きいか、また
は常に小さく配列されることを特徴とする情報記録媒体。
【請求項７】
　記録／再生装置において、
　情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、
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　前記情報記録媒体に記録ブロックを記録するように、前記記録／再生部を制御する制御
部と、を含み、
　前記記録ブロックは、オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報ま
たは前記オリジナル記録ブロックの代替のための位置を表す以前アドレス情報のうち、少
なくとも一つを含むことを特徴とする記録／再生装置。
【請求項８】
　前記記録された記録ブロックは、スペア領域またはユーザデータ領域の未記録領域に記
録されることを特徴とする請求項７に記載の記録／再生装置。
【請求項９】
　前記記録された記録ブロックは、前記オリジナルアドレス情報と前記以前アドレス情報
とを含むことを特徴とする請求項７に記載の記録／再生装置。
【請求項１０】
　前記記録された記録ブロックは、オリジナルデータを含み、前記オリジナルアドレス情
報と前記以前アドレス情報とは、同じ値を有することを特徴とする請求項９に記載の記録
／再生装置。
【請求項１１】
　前記記録された記録ブロックは、オリジナルデータの代替のための第１代替データを含
み、前記オリジナルアドレス情報及び前記以前アドレス情報は、前記オリジナルデータの
位置を表す値を含むことを特徴とする請求項９に記載の記録／再生装置。
【請求項１２】
　前記記録ブロックが前記オリジナルデータのためのｎ番目の代替データを含む場合、前
記オリジナルアドレス情報は、前記オリジナルデータの位置を表す値を含み、前記以前ア
ドレス情報は、ｎ－１番目の代替データの位置を表す値を含むことを特徴とする請求項１
１に記載の記録／再生装置。
【請求項１３】
　前記記録された記録ブロックは、前記オリジナルアドレス情報を含み、
　前記記録された記録ブロックは、前記記録ブロックの位置の所定シーケンスによって決
定された位置に記録されることを特徴とする請求項７に記載の記録／再生装置。
【請求項１４】
　前記所定シーケンスは、前記記録された記録ブロックの位置に対応する値が前記オリジ
ナル記録ブロックの位置に対応する値より大きいという規則に従うことを特徴とする請求
項１３に記載の記録／再生装置。
【請求項１５】
　前記所定シーケンスは、連続的に記録された代替記録ブロックの位置に対応する値が前
記オリジナル記録ブロックを代替する記録ブロックの位置に対応する値より大きいという
規則によることを特徴とする請求項１４に記載の記録／再生装置。
【請求項１６】
　前記所定シーケンスは、前記記録ブロックの位置に対応する値が前記オリジナル記録ブ
ロックの位置に対応する値より小さいという規則によることを特徴とする請求項１３に記
載の記録／再生装置。
【請求項１７】
　前記所定シーケンスは、前記連続的に記録された代替記録ブロックの位置に対応する値
は、前記オリジナル記録ブロックを代替する記録ブロックの位置に対応する値より小さい
という規則によることを特徴とする請求項１６に記載の記録／再生装置。
【請求項１８】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記オリジナルアドレス情報または前記以前アドレス情報のうち
、少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項７に記載の記録／再生装置。
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【請求項１９】
　記録／再生装置において、
　情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、
　前記情報記録媒体に記録ブロックを記録するように前記記録／読出部を制御する制御部
とを備え、
　前記記録ブロックは、前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとを区分す
るための識別情報を含むことを特徴とする記録／再生装置。
【請求項２０】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記識別情報を含むことを特徴とする請求項１９に記載の記録／
再生装置。
【請求項２１】
　前記付加情報部分は、前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレスフ
ィールド、または前記記録ブロックに代替される直前のアドレスフィールドのうち、少な
くとも一つを含み、
　前記識別情報は、前記オリジナルアドレスフィールドまたは前記以前アドレスフィール
ドのうち、少なくとも一つの値を特定の識別子として表して区分することを特徴とする請
求項２０に記載の記録／再生装置。
【請求項２２】
　記録／再生装置において、
　情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、
　前記情報記録媒体に、前記代替記録ブロックの物理的なアドレスは、代替される前の記
録ブロックの物理的なアドレス及び前記オリジナル記録ブロックの物理的なアドレスより
常に大きいか、または常に小さく配列されるように、前記代替記録ブロックを記録するよ
うに前記記録／読出部を制御する制御部とを備えることを特徴とする記録／再生装置。
【請求項２３】
　記録／再生装置において、
　情報記録媒体に／からデータを記録／読出る記録／読出部と、
　記録ブロックに含まれているオリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス
情報または前記記録ブロックに代替される直前のアドレス情報のうち、少なくとも一つを
参照して、前記オリジナル記録ブロック及び代替記録ブロックに関する代替情報を復元す
る制御部とを備えることを特徴とする記録／再生装置。
【請求項２４】
　情報記録媒体へのデータの記録／再生方法において、
　記録ブロックを、前記記録ブロックによって代替されるオリジナル記録ブロックの位置
を表すオリジナルアドレス情報、または前記オリジナル記録ブロックを代替する以前の記
録ブロックの位置を表す以前アドレス情報のうち、少なくとも一つを含むように構成して
、前記記録ブロックを前記媒体に記録するステップを含むことを特徴とする記録／再生方
法。
【請求項２５】
　前記記録ブロックをスペア領域またはユーザデータ領域の未記録領域に記録するステッ
プをさらに含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記記録ブロックがオリジナルデータを含む場合に、
　前記オリジナルアドレスフィールドと前記以前アドレスフィールドとに同じ値を使うス
テップをさらに含むことを特徴をする請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　前記記録ブロックがオリジナルデータのための第１代替データを含む場合に、
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　前記オリジナルデータの位置を表す値を、前記オリジナルアドレスフィールドと前記以
前アドレスフィールドとに書き込むステップをさらに含むことを特徴とする請求項２４に
記載の方法。
【請求項２８】
　前記記録ブロックがオリジナルデータのためのｎ番目の代替データを含む場合に、
　前記オリジナルデータの位置を表す値を前記オリジナルアドレスフィールドに書き込む
ステップと、
　ｎ－１番目の代替データの位置を表す値を、前記以前アドレスフィールドに書き込むス
テップとを含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２９】
　記録ブロックの位置の所定シーケンスによって決定された位置に前記記録ブロックを記
録するステップをさらに含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項３０】
　前記記録された記録ブロックの位置に対応する値が、前記オリジナル記録ブロックの位
置に対応する値より大きいという規則による所定シーケンスによる位置に、前記記録ブロ
ックを記録するステップをさらに含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記記録された記録ブロックの位置に対応する値が、前記以前に記録された記録ブロッ
クの位置に対応する値より大きいという規則による所定シーケンスによる位置に、前記記
録ブロックを記録するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記記録ブロックの位置に対応する値が、前記オリジナル記録ブロックの位置に対応す
る値より小さいという規則による所定シーケンスによる位置に、前記記録ブロックを記録
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記記録ブロックの位置に対応する値が、前記以前に記録された記録ブロックの位置に
対応する値より小さいという規則による所定シーケンスによる位置に、前記記録ブロック
を記録するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記オリジナルアドレス情報、または前記以前アドレス情報のう
ち、少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項２４に記載の記録／再生方法。
【請求項３５】
　記録／再生方法において、
　記録ブロックを、前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとを区分するた
めの識別情報を含むように構成し、この記録ブロックを前記媒体に記録するステップを含
むことを特徴とする記録／再生方法。
【請求項３６】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、
　前記付加情報部分は、前記識別情報を含むことを特徴とする請求項３５に記載の記録／
再生方法。
【請求項３７】
　前記付加情報部分は、前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレスフ
ィールド、または前記記録ブロックに代替される直前のアドレスフィールドのうち、少な
くとも一つを含み、
　前記識別情報は、前記オリジナルアドレスフィールド、または前記以前アドレスフィー
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ルドのうち、少なくとも一つの値を特定の識別子として表して区分することを特徴とする
請求項３６に記載の記録／再生方法。
【請求項３８】
　記録／再生方法において、
　代替記録ブロックの物理的なアドレスは、代替される前の記録ブロックの物理的なアド
レス及びオリジナル記録ブロックの物理的なアドレスより常に大きいか、または常に小さ
く配列されるように、前記代替記録ブロックを記録するステップを含むことを特徴とする
記録／再生方法。
【請求項３９】
　記録／再生方法において、
　ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデートするための代替
記録ブロックを、スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領域に記録するステッ
プと、
　前記代替記録ブロックのオリジナルアドレスフィールドと以前アドレスフィールドとを
参照して、オリジナル記録ブロック及び前記代替記録ブロックに関する代替情報を復元す
るステップとを含むことを特徴とする記録／再生方法。
【請求項４０】
　オリジナル記録ブロックとｎ個の連続記録ブロックとを有する追記型媒体から現在ユー
ザデータを再生する方法であって、前記オリジナル記録ブロックと各連続記録ブロックと
は第１及び第２アドレスフィールドを含み、前記オリジナル記録ブロックの前記第１及び
第２アドレスフィールドは同じ値であり、ｎ個の連続記録ブロックそれぞれの第１アドレ
スフィールドは、オリジナルデータの位置を表す第１値であり、ｎ個の連続記録ブロック
それぞれの第２アドレスフィールドは、ｎ－１番目の連続記録ブロックの位置を表す各第
２値を有する方法において、
　前記オリジナル記録ブロック、及び前記ｎ個の連続記録ブロックそれぞれの前記第１及
び第２アドレスフィールドを読み出すステップと、
　前記読み出した第１及び第２アドレスフィールドからの前記第１及び第２アドレスフィ
ールド値に基づいて、前記現在データが前記オリジナル記録ブロックに含まれているか、
または前記ｎ番目の連続記録ブロックに含まれているかを決定するステップとを含むこと
を特徴とする方法。
【請求項４１】
　前記第１アドレスフィールドに前記第２値を有するいかなる連続記録ブロックも読み出
されない場合に、前記オリジナル記録ブロックは、前記現在データを含むと決定するステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記オリジナル記録ブロックの位置を含む第１フィールドを有する前記ｎ個の連続記録
ブロックの各第１フィールドと、連続記録ブロックの割当位置の所定シーケンスとを比較
するステップと、
　前記比較に基づいて、前記ｎ番目の連続記録ブロックが前記現在データを含むことと決
定するステップとを含むことを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４３】
　前記第１フィールドの何れも前記第２値を有さず、前記ｎ個の連続記録ブロックのうち
一つである前記第１及び第２フィールドが同じ値を有する場合に、前記ｎ個の連続記録ブ
ロックのうち一つは、他のオリジナル記録ブロックと決定するステップをさらに含むこと
を特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４４】
　オリジナル記録ブロックと複数の連続記録ブロックとを有する追記型媒体から現在ユー
ザデータを再生する方法であって、前記オリジナル記録ブロック及び各連続記録ブロック
は、同じ値を有するアドレスフィールドを含み、前記オリジナル記録ブロックと各連続記
録ブロックとの位置の値は、前記記録ブロックの位置の所定シーケンスによって割当てら
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れる方法において、
　前記オリジナル記録ブロック及び前記複数の連続記録ブロックのそれぞれに対する前記
アドレスフィールドを読み出すステップと、
　前記読み出されたアドレスフィールド及び位置の所定シーケンスに基づいて、前記現在
ユーザデータが前記オリジナル記録ブロックに含まれているか、または前記連続記録ブロ
ックに含まれているかを決定するステップとを含み、
　前記オリジナル記録ブロック、または前記位置の所定シーケンスで以後のシーケンス及
びアドレスフィールドに同じ値を有する連続記録ブロックは、前記現在ユーザデータを含
むと決定されることを特徴とする方法。
【請求項４５】
　前記所定シーケンスは、各連続記録ブロックの位置に対応する値が以前連続記録ブロッ
クの位置に対応する値より大きく、また前記オリジナル記録ブロックの位置に対応する値
より大きいという規則によることを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記所定シーケンスは、各連続記録ブロックの位置に対応する値が以前連続記録ブロッ
クの位置に対応する値より小さく、また前記オリジナル記録ブロックの位置に対応する値
より小さいという規則によることを特徴とする請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　追記型媒体にデータを記録する方法において、
　第１データと前記第１データを記録するための論理的アドレスとを提供するステップと
、
　前記論理的アドレスに対応する前記追記型媒体上の第１物理的アドレスが既に記録され
ているか否かを決定するために、前記第１物理的アドレスを検査するステップと、
　前記第１物理的アドレスが以前に記録されていないならば、前記提供された第１データ
を前記第１物理的アドレスに記録するステップと、
　前記第１物理的アドレスで第２データが発見されれば、前記追記型媒体上に代替エント
リーを検査し、前記代替エントリーから前記第１データが前記第２データまたは付加デー
タのための代替データであるか否かを決定し、前記第２物理的アドレスに前記第１データ
を記録し、前記第１データが前記代替データであれば、前記代替エントリーをアップデー
トするか、または前記第１データが前記付加データであれば、新たな代替エントリーを生
成するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項４８】
　前記第１データが前記代替データであれば、前記第２物理的アドレスに前記第１データ
を記録するステップは、
　前記第１データと、前記提供された論理的アドレスに対応する値を有する第１フィール
ド及び前記第１物理的アドレスに対応する値を有する第２フィールドとを含む記録ブロッ
クを生成するステップと、
　前記第２物理的アドレスに前記記録ブロックを記録するステップとを含むことを特徴と
する請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記代替エントリーをアップデートするステップは、
　前記論理的アドレスを前記第２物理的アドレスと関連させる第２代替エントリーを記録
するステップを含むことを特徴とする請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記第１データが前記付加データであれば、前記第２物理的アドレスに前記第１データ
を記録するステップは、
　前記第１データ、同じ値を有する第１及び第２アドレスフィールドを含む記録ブロック
を生成するステップと、
　前記第２物理的アドレスに前記記録ブロックを記録するステップとを含むことを特徴と
する請求項４７に記載の方法。
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【請求項５１】
　前記新たな代替エントリーを生成するステップは、
　前記論理的アドレスを前記第２物理的アドレスに関連させる前記新たな代替エントリー
を記録するステップを含むことを特徴とする請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記同じ値は、任意の値であることを特徴とする請求項５０に記載の方法。
【請求項５３】
　前記同じ値は、前記提供された論理的アドレスに対応する値であることを特徴とする請
求項５０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスク分野に係り、さらに具体的には、スペア領域またはユーザデータ領
域でＬＯＷ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｏｖｅｒｗｒｉｔｅ）による代替を効率的に管理するため
の情報記録媒体、記録／再生装置及び記録／再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　書換え可能な情報記録媒体の場合、一般的に、欠陥管理のためにデータ領域の一部にス
ペア領域を設ける。すなわち、ユーザデータ領域（データ領域からスペア領域を除外した
領域）にユーザデータを記録するか、またはユーザデータ領域に記録されたデータを再生
する途中に欠陥を発見すれば、その欠陥データを代替するための代替データをスペア領域
に記録する。
【０００３】
　また、追記型情報記録媒体の場合には、このような欠陥管理方法がＬＯＷに利用される
。論理的オーバーライトとは、追記型情報記録媒体に書換えが行われるような効果をもた
らす方法である。すなわち、ユーザデータ領域に既に記録されたデータを更新するために
、あたかもこの記録されたデータが欠陥データのように取り扱って、この記録されたデー
タを代替するためのデータをスペア領域に記録することである。これにより、ユーザデー
タ領域に記録されたデータの論理的なアドレスを固定しつつ、この論理的なアドレスに対
応する物理的なアドレスをスペア領域に記録されたデータのアドレスとすることによって
、あたかもホストの立場では、ユーザデータ領域にあるデータがその同じ位置で書換えが
行われたようになり、管理を容易にする。これは、ホストが論理的なアドレスにのみ関与
するためである。
【０００４】
　しかし、ディスクの容量を最大限活用するために、欠陥管理によるＬＯＷの具現時、そ
のアップデートされるデータの記録をスペア領域に限定せず、ディスクのユーザデータ領
域の未記録された領域に記録し、それによる代替情報（欠陥エントリー情報）を設ける方
法が求められている。
【０００５】
　このように、ＬＯＷによる代替をスペア領域だけでなく、ユーザデータ領域の未記録領
域にも代替可能にすることによって、パワーダウンや代替情報ブロックのエラーによる代
替情報の復旧方法は、多少さらに困難になった。欠陥による代替またはＬＯＷによる代替
をスペア領域に限定する場合、その代替ブロックは、スペア領域にのみ存在するため、代
替情報の復旧時に別途に設けられたスペア領域の代替ブロックを検索して代替情報を復旧
できた。しかし、欠陥またはＬＯＷによる代替をユーザデータ領域にも許容することによ
って、ディスクのデータ領域のそれぞれのブロックに対してユーザブロック（最初に記録
された代替されていないオリジナルデータブロック）であるか、または代替ブロックであ
るかを区分する必要性が叫ばれている。また、代替情報の復旧を容易にするために、ユー
ザデータ領域への代替時に代替情報の復旧のための一定の規則が必要となる。
【０００６】



(9) JP 2008-508656 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

　整理すれば、ＬＯＷによる代替をスペア領域だけでなく、ユーザデータ領域にも可能に
することによって、第一に、ユーザブロックが記録される物理的な空間と代替ブロックが
記録される物理的な空間との物理的な境界が無くなることによって、ユーザブロックと代
替ブロックとを区分できなくなる。第二に、ユーザブロックが１回代替された後、その代
替されたブロックが再び代替された場合、最終的に代替されたブロックがいかなるブロッ
クであるかを識別することができなくなる。第三に、代替されたブロックが再び代替され
た場合と、物理的に記録された空間であるが、論理的に未記録空間に対する記録命令によ
ってドライブシステムが物理的に未記録の空間に代替して記録した場合とを、ドライブシ
ステムは区分できなくなる。
【０００７】
　図１Ａないし図１Ｃを参照して、このような従来の技術による問題点を説明する。
【０００８】
　図１Ａを参照するに、ケース１の場合、オリジナルデータＡの第一のアップデートされ
たデータは、トラック＃１に記録されており、第二のアップデートされたデータは、トラ
ック＃２に記録されている。ケース２の場合、オリジナルデータＡの第一のアップデート
されたデータは、トラック＃２に記録されており、第二のアップデートされたデータは、
トラック＃１に記録されている。ケース３の場合、オリジナルデータＡの第一のアップデ
ートされたデータは、トラック＃２に記録されており、第二のアップデートされたデータ
は、スペア領域ＳＡに記録されている。ケース４の場合、オリジナルデータＡの第一のア
ップデートされたデータは、スペア領域ＳＡに記録されており、第二のアップデートされ
たデータは、トラック＃２に記録されている。
【０００９】
　ケース１ないしケース４に示したように、論理的には、オリジナルデータであるデータ
Ａが２回アップデートされて、第二のアップデートされたデータＡ”のみが存在するにも
かかわらず、物理的な空間で最終的なＤａｔａ　Ａ”が記録されている位置が何れも異な
る。
【００１０】
　また、図１Ｂを参照するに、ユーザデータ領域のトラック＃２の物理的なボリューム空
間に、オリジナルデータのデータＡと、データＡの第一のアップデーされたデータである
データＡ’と、データＡの第二のアップデートされたデータのデータＡ”とが連続的に記
録されている。そして、図１Ｃを参照するに、ユーザデータ領域のトラック＃２の物理的
なボリューム空間にオリジナルデータであるデータＡと、データＡの第一のアップデート
されたデータであるデータＡ’と、オリジナルデータＢとが連続的に記録されている。
【００１１】
　ケース５及びケース６に示したように、その物理的な記録状態が同一であっても、実際
にディスク上に保存されているデータは異なる。したがって、ドライブシステムがこれを
区分できるように、記録時に記録ブロック内の特定情報が必要となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、前記のような問題点を解決してＬＯＷによる代替がユーザデータ領域とスペ
ア領域とで何れも具現されるシステムで、データ再生の効率を向上させうる情報記録媒体
、記録／再生装置及び記録／再生方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明の一つの特徴は、情報記録媒体において、前記媒体に
は、ユーザデータを記録するためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生し
た欠陥の代替のためのスペア領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリ
ジナル記録ブロックをアップデートするための代替記録ブロックは、前記スペア領域また
は前記ユーザデータ領域の未記録領域に記録され、前記媒体に記録される記録ブロックは
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、前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報、または前記記録ブ
ロックに代替される直前のアドレス情報のうち、少なくとも一つを含むことである。
【００１４】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、前記付加情報部分は、前記オリジナルアドレス情報または前記以前アドレ
ス情報のうち、少なくとも一つを含むことが望ましい。
【００１５】
　本発明の他の特徴は、情報記録媒体において、前記媒体には、ユーザデータを記録する
ためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア
領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップ
デートするための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未
記録領域に記録され、前記媒体に記録される記録ブロックは、前記オリジナル記録ブロッ
クと前記代替記録ブロックとを区分するための識別情報を含むことである。
【００１６】
　前記記録ブロックは、オリジナルデータまたは代替データを含んでいるデータ部分と、
前記オリジナルデータまたは前記代替データに関する付加的な情報を含んでいる付加情報
部分とを含み、前記付加情報部分は、前記識別情報を含むことが望ましい。
【００１７】
　前記付加情報部分は、前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレスフ
ィールド、または前記記録ブロックに代替される直前のアドレスフィールドのうち少なく
とも一つを含み、前記識別情報は、前記オリジナルアドレスフィールドまたは前記以前ア
ドレスフィールドのうち、少なくとも一つの値を特定の識別子として表して区分すること
が望ましい。
【００１８】
　本発明のさらに他の特徴は、情報記録媒体において、前記媒体には、ユーザデータを記
録するためのユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のための
スペア領域とが設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックを
アップデートするための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領
域の未記録領域に記録され、前記代替記録ブロックの物理的なアドレスは、代替される前
の記録ブロックの物理的なアドレス、及び前記オリジナル記録ブロックの物理的なアドレ
スより常に大きいか、または常に小さく配列されることが望ましい。
【００１９】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、前記記録
ブロックを前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報、または前
記記録ブロックに代替される直前のアドレス情報のうち、少なくとも一つを含むように構
成し、前記記録ブロックを前記媒体に記録するように、前記記録／読出部を制御する制御
部とを備えることである。
【００２０】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、前記記録
ブロックを前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとを区分するための識別
情報を含むように構成し、この記録ブロックを前記媒体に記録するように、前記記録／読
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出部を制御する制御部とを備えることである。
【００２１】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出る記録／読出部と、前記代替記
録ブロックの物理的なアドレスは、代替される前の記録ブロックの物理的なアドレス、及
び前記オリジナル記録ブロックの物理的なアドレスより常に大きいか、または常に小さく
配列されるように、前記代替記録ブロックを記録するように前記記録／読出部を制御する
制御部とを備えることである。
【００２２】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出する記録／読出部と、前記記録
ブロックに含まれている前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情
報、または前記記録ブロックに代替される直前のアドレス情報のうち少なくとも一つを参
照して、前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとに関する代替情報を復元
する制御部とを備えることである。
【００２３】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出するステップと、前記記録ブロ
ックを前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報、または前記記
録ブロックに代替される直前のアドレス情報のうち、少なくとも一つを含むように構成し
、前記記録ブロックを前記媒体に記録するステップと、を含むことである。
【００２４】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出るステップと、前記記録ブロッ
クを前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとを区分するための識別情報を
含むように構成し、この記録ブロックを前記媒体に記録するステップとを含むことである
。
【００２５】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法において、ユーザデータを記録するための
ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出するステップと、前記代替記録
ブロックの物理的なアドレスは、代替される前の記録ブロックの物理的なアドレス及び前
記オリジナル記録ブロックの物理的なアドレスより常に大きいか、または常に小さく配列
されるように、前記代替記録ブロックを記録するステップとを含むことである。
【００２６】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法において、ユーザデータを記録するための
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ユーザデータ領域と、前記ユーザデータ領域で発生した欠陥の代替のためのスペア領域と
が設けられ、前記ユーザデータ領域に記録されたオリジナル記録ブロックをアップデート
するための代替記録ブロックは、前記スペア領域または前記ユーザデータ領域の未記録領
域に記録される情報記録媒体に／からデータを記録／読出するステップと、前記記録ブロ
ックに含まれている前記オリジナル記録ブロックの位置を表すオリジナルアドレス情報、
または前記記録ブロックに代替される直前のアドレス情報のうち、少なくとも一つを参照
して、前記オリジナル記録ブロックと前記代替記録ブロックとに関する代替情報を復元す
るステップと、を含むことである。
【００２７】
　前記直前に記録ブロックは、オリジナル記録ブロックであり、オリジナルアドレスフィ
ールドと以前アドレスフィールドとは、同じ値を有しうる。
【００２８】
　“Ａ及びＢのうち少なくとも一つ”の表現は、ＡまたはＢ、またはＡとＢと解釈されね
ばならない。
【発明の効果】
【００２９】
　該記録／再生、復旧方法はまた、コンピュータで読み取り可能な記録媒体にコンピュー
タで読み取り可能なコードとして具現することが可能である。コンピュータで読み取り可
能な記録媒体は、コンピュータシステムによって読み取られうるデータが保存される全て
の種類の記録装置を含む。コンピュータで読み取り可能な記録媒体の例としては、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク、光データ記録
装置などがあり、またキャリアウェーブ（例えば、インターネットを通じた伝送）の形態
で具現されるものも含む。また、コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、ネットワー
クに連結されたコンピュータシステムに分散され、分散方式でコンピュータで読み取り可
能なコードが保存されかつ実行されうる。そして、前記記録／再生、復旧方法を具現する
ための機能的なプログラム、コード及びコードセグメントは、本発明が属する技術分野の
プログラマーによって容易に推論されうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、添付された図面を参照して本発明を詳細に説明する。
【００３１】
　図２は、本発明による記録／再生装置の構成を示す概略的なブロック図である。
【００３２】
　図２を参照するに、本実施形態による記録／再生装置２００は、記録または再生が可能
な装置であって、記録／再生部２２０及び制御部２１０を備える。記録／読出部２２０は
、制御部２１０の制御によって、本実施形態による情報記録媒体のディスク４００に／か
らデータを記録／読出するためにデータを読み出す。制御部２１０は、本発明によってデ
ータを所定記録単位ブロックに記録するように、記録／再生部２２０を制御するか、また
は記録／再生部２２０によって読み出されたデータを処理して有効なデータを得る。記録
／再生装置２００は、記録及び再生特徴を有する。しかし、当業者によって周知のように
、本発明のある特徴は、情報の記録にのみ関連しており、本発明の他の特徴は、情報の再
生にのみ関連している。したがって、本発明による記録／再生装置は、記録装置、再生装
置または記録及び再生装置を含む。
【００３３】
　記録時、制御部２１０は、特に本発明によってホストの命令によって、またはドライブ
システム自体の制御によって、ＬＯＷを具現してデータを記録するように記録／読出部２
２０を制御する。ＬＯＷは、追記型媒体のユーザデータ領域に記録されたデータをアップ
デートするために、そのアップデートされた、すなわち、代替データをスペア領域または
ユーザデータ領域の未記録領域に記録し、ホストの側面から見る論理的アドレスは変わら
ないように、本来のデータ及び代替データのアドレス情報を管理すること（これは、代替
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エントリーに作成し、ディスクに記録することによって行われる）をいう。本発明による
制御部２１０は、このようにＬＯＷによってスペア領域またはユーザデータ領域の未記録
領域に代替を行う。このとき、制御部２１０は、ディスクに記録する記録ブロックをホス
トの記録命令によるデータ部分と、以前アドレスフィールドとオリジナルアドレスフィー
ルドとを含む付加情報部分とで構成し、このように構成された記録ブロックをディスクに
記録するように記録／読出部２２０を制御する。また、制御部２１０は、データの記録や
再生の全動作で代替情報を有している代替エントリーの再生が難しい場合に、このような
代替エントリーを復元せねばならないが、このとき、記録ブロックに入っている付加情報
部分に含まれた以前アドレスフィールド値とオリジナルアドレスフィールド値とを利用し
て、代替エントリーを復元する。
【００３４】
　図３は、図２に示された記録／再生装置の構成を示す細部的なブロック図である。図３
を参照するに、ディスクドライブは、記録／読出部２２０としてピックアップ２５０を備
える。ディスク４００は、ピックアップ２５０に装着されている。また、ディスクドライ
ブは、制御部２１０としてホストＩ／Ｆ　２１１、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）２１２、ＲＦ　ＡＭＰ　２１３、サーボ２１４及びシステム制
御器２１５を備える。
【００３５】
　記録時、ホストＩ／Ｆ　２１１は、ホスト２４０から記録するデータと、前記記録する
データの論理的アドレス情報と共に記録命令とを受信し、これをシステム制御器２１５に
伝送する。
【００３６】
　システム制御器２１５は、前記ホストＩ／Ｆ　２１１から記録命令を受信し、記録に必
要な初期化を行う。特に、本発明によって、前記システム制御器２１５は、既に記録され
た領域にデータを記録するのではない場合には、記録命令によって示される記録するアド
レスにデータを記録するように制御する。また、既に記録された領域である場合には、線
形置換によってユーザデータ領域の未記録領域にアップデートされたデータを記録し、Ｌ
ＯＷによる代替状態を表す欠陥エントリーを生成し、生成された欠陥エントリーをディス
クの臨時欠陥情報領域に記録するように制御する。このとき、データを記録する時に記録
単位ブロックでディスクに記録するが、代替される前の記録ブロック及び代替エントリー
を参照して、現在代替記録ブロックの以前アドレスフィールド値とオリジナルアドレスフ
ィールド値とを決定し、記録単位ブロックを作って、これをディスクに記録するように制
御する。
【００３７】
　ＤＳＰ　２１２は、ホストＩ／Ｆ　２１１から受けた記録するデータに対し、エラー訂
正のためにパリティなど付加データを添加してＥＣＣ（Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏ
ｎ　Ｃｏｄｅ）エンコーディングを行って、エラー訂正ブロックのＥＣＣブロックを生成
した後、これを所定の方式で変調する。ＲＦ　ＡＭＰ　２１３は、ＤＳＰ　２１２から出
力されたデータをＲＦ信号に変える。ピックアップ２５０は、ＲＦ　ＡＭＰ　２１３から
出力されたＲＦ信号をディスク２３０に記録する。サーボ２１４は、システム制御器２１
５からサーボ制御に必要な命令を入力されてピックアップ２５０をサーボ制御する。
【００３８】
　再生時、ホストＩ／Ｆ　２１１は、ホスト２４０から再生命令を受ける。システム制御
器２１５は、再生に必要な初期化を行う。特に、本発明によって、前記システム制御器２
１５は、再生命令による論理アドレスを物理アドレスに変換し、変換された物理アドレス
に基づいて、代替エントリーから代替アドレスを探さねばならないが、もし、ある原因に
よって代替エントリーを再生できない場合、代替エントリーを復旧する。このとき、記録
ブロックに入っているオリジナルアドレス情報と以前アドレス情報とを参照して代替エン
トリーを復旧する。代替エントリーの復旧方法は、以下で詳細に説明される。
【００３９】
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　ピックアップ２５０は、ディスク４００にレーザビームを照射してディスク４００から
反射されたレーザビームを受光して得られた光信号を出力する。ＲＦ　ＡＭＰ　２１３は
、ピックアップ２５０から出力された光信号をＲＦ信号に変え、ＲＦ信号から得られた変
調されたデータをＤＳＰ　２１２に提供する一方、ＲＦ信号から得られた制御のためのサ
ーボ信号をサーボ２１４に提供する。ＤＳＰ　２１２は、変調されたデータを復調し、Ｅ
ＣＣエラー訂正を経て得られたデータを出力する。
【００４０】
　一方、サーボ２１４は、ＲＦ　ＡＭＰ　２１３から受けたサーボ信号と、システム制御
器２１５から受けたサーボ制御に必要な命令とを受けて、ピックアップ２５０に対するサ
ーボ制御を行う。ホストＩ／Ｆ　２１１は、ＤＳＰ　２１２から受けたデータをホスト２
４０に送る。
【００４１】
　図４は、本発明による情報記録媒体の構造図である。図４を参照するに、情報記録媒体
４００に記録されるデータ構造は、リードイン領域４１０と、データ領域４２０と、リー
ドアウト領域４３０とを備える。
【００４２】
　リードイン領域４１０は、第２ディスク管理領域４１１と、臨時ディスク管理領域（Ｔ
ｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ：ＴＤＭＡ）４１２、第
１ディスク管理領域４１３を含み、データ領域４２０は、第１スペア領域４２１、ユーザ
データ領域４２２、第２スペア領域４２３を含み、リードアウト領域４３０は、第３ディ
スク管理領域４２１、第４ディスク管理領域４３２を備える。
【００４３】
　ＴＤＭＡ４１２は、情報記録媒体の管理のための臨時欠陥管理と臨時ディスク管理との
ための情報を記録するための領域をいう。
【００４４】
　このようなＴＤＭＡ　４１２は、臨時欠陥情報（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｅｆｅｃｔ　
Ｌｉｓｔ：ＴＤＦＬ）４１４、臨時欠陥管理情報（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｄｅ
ｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ：ＴＤＤＳ）４１５、スペースビットマップ（Ｓ
ｐａｃｅ　Ｂｉｔ　Ｍａｐ：ＳＢＭ）４１６を含む。
【００４５】
　ＴＤＦＬ　４１４は、臨時欠陥に関する情報を表し、欠陥データの位置情報とこの欠陥
データを代替する代替データの位置情報とを含む。特に、本発明によって、ＴＤＦＬ４１
４は、代替エントリー４１７を含む。
【００４６】
　図５に、図４に示された代替エントリーのデータ構造が示されている。図５を参照する
に、代替エントリー４１７は、オリジナルアドレス４１８、代替アドレス４１９を含む。
【００４７】
　オリジナルアドレス４１８は、オリジナル記録ブロックの開始セクターアドレスを表し
、代替アドレス４１９は、代替記録ブロックの開始セクターアドレスを表す。これは、ド
ライブシステムで、代替が記録／再生単位であるブロック単位で代替され、またその代替
された状態をブロック単位で表すためである。
【００４８】
　図４に示したように、ＴＤＤＳ　４１５は、前記ＴＤＦＬ　４１４、ＳＢＭ　４１６、
ドライブ領域（図示せず）の位置ポインターを有しており、また初期化時に割当てられる
スペア領域の位置及びサイズ情報、記録防止情報、データ領域に割当てられた臨時欠陥管
理領域の位置及びサイズ情報、ユーザデータ領域についての情報、それぞれのスペア領域
で代替可能な位置情報、ユーザデータ領域の最後の記録アドレス情報が記録される。
【００４９】
　ＳＢＭ　４１６は、ユーザデータ領域４２２のそれぞれのクラスターに対する記録有無
をビット値で表したユーザデータ領域４２２の記録有無を表すマップを称す。ＳＢＭ　４
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１６は、ユーザデータ領域４２２をランダム記録モードで使用する場合に利用され、ユー
ザデータ領域４２２をシーケンシャル記録モードで使用する場合には、データの記録状態
をエントリー情報として表す記録管理情報が利用される。
【００５０】
　第１ディスク管理領域４１３と第２ディスク管理領域４１１、第３ディスク管理領域４
３１、第４ディスク管理領域４３２は、追記型媒体が最終化される場合に、最終的な臨時
ディスク管理情報を記録するための領域である。
【００５１】
　データ領域４２０は、第１スペア領域４２１と、ユーザデータ領域４２２と、第２スペ
ア領域４２３とが連続的に設けられている。
【００５２】
　第１スペア領域４２１と第２スペア領域４２３とは、ユーザデータ領域４２２に記録さ
れたデータを代替する代替データを記録するための領域である。このような第１スペア領
域４２１には、欠陥による代替データが記録されてもよく、ＬＯＷによる代替データが記
録されてもよい。
【００５３】
　ユーザデータ領域４２２は、ユーザデータを記録するための領域であり、特に、本発明
によって、ＬＯＷによってユーザデータを代替する代替データは、スペア領域に記録され
るだけでなく、このユーザデータ領域にも記録される。本発明による記録単位ブロックは
、このようなユーザデータ領域４２２に記録される。本発明による記録単位ブロックが図
６に示されている。
【００５４】
　図６を参照するに、記録単位ブロック５００は、データ部分５１０と付加情報部分５２
０とを備える。
【００５５】
　データ部分５１０は、ユーザデータを含んでいる部分であって、この記録単位ブロック
がオリジナル記録ブロックであれば、最初に記録されるオリジナルデータを含んでおり、
この記録単位ブロックが代替記録ブロックであれば、代替データを含んでいる。
【００５６】
　付加情報部分５２０は、オリジナルデータまたは代替データについての付加的な情報を
含んでいる部分である。図６では、付加情報部分５２０が以前アドレスフィールド５２１
とオリジナルアドレスフィールド５２２とを備える。
【００５７】
　オリジナルアドレスフィールド５２２は、代替されていないオリジナル記録ブロックの
位置を表すアドレスを記録するフィールドであり、以前アドレスフィールド５２１は、こ
の記録ブロックが代替される直前の位置を表すアドレスを記録するフィールドである。
【００５８】
　ここで、付加情報部分５２０は、データ部分５１０と異なるエラー訂正構造を有するこ
とが望ましい。
【００５９】
　図７Ａは、本発明による記録／再生単位ブロックが記録されたディスク構造の一例であ
る。図７Ａに示された例は、物理的な記録／再生単位ブロックが一つのセクターで構成さ
れたという仮定下で、本発明による記録／再生単位ブロック内の以前アドレスフィールド
及びオリジナルアドレスフィールド内のアドレス情報がどのように保存されているかを表
す。一般的な光システムで、ホストは、セクター（２０４８バイト）単位でデータを管理
する一方、ドライブシステムは、ディスク上に１６または３２セクター単位でデータを管
理する。
【００６０】
　図７Ａを参照するに、ホストは、最初にＤａｔａ　Ａを記録するために論理的セクター
ナンバー（ＬＳＮ：Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ）‘ａ’でＤａｔａ　
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Ａを記録せよとドライブシステムに命令し、ドライブシステムは、ＬＳＮ　ａに該当する
ディスク上の物理的セクターナンバー（ＰＳＮ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｎｕ
ｍｂｅｒ）‘ａ’にＤａｔａ　Ａを記録する。このとき、記録単位ブロック内の以前アド
レスフィールドとオリジナルアドレスフィールドとの値を“０”と設定し、この記録ブロ
ックが代替されていない、最初に記録される“ユーザブロック”であるということを表す
。このような方法で、オリジナルブロックと代替ブロックとは識別される。
【００６１】
　オリジナルブロックと代替ブロックとを識別する他の方法もありうる。例えば、以前ア
ドレスフィールドの値またはオリジナルアドレスフィールドの値は、特定の識別子で設定
されることもある。また、以前アドレスフィールドの値とオリジナルアドレスフィールド
の値とは、ブロックがオリジナルデータを含むことを表すために、同じ値で設定されるこ
ともある。同じ値は、オリジナルデータが記録されたＰＳＮを表す値となることもある。
【００６２】
　代替記録ブロックを記録する方法が説明される。
【００６３】
　以後、ホストは、Ｄａｔａ　ＡをＤａｔａ　Ａ’にＬＯＷによってアップデートしよう
として、ＬＳＮ　ａにＤａｔａ　Ａ’を記録せよとドライブシステムに命令し、この命令
を受信したドライブシステムは、ＬＳＮ　ａに該当するディスク上のＰＳＮ　ａに既にデ
ータが記録されているということを知って、ディスクの未記録領域ＰＳＮ　ａ－１にＤａ
ｔａ　Ａ’を代替して記録し、論理アドレスＬＳＮ　ａに該当するＰＳＮ　ａがＰＳＮ　
ａ－１に代替された状態を表すための代替エントリー＃１を生成する。図８を参照するに
、本来のアドレスにＰＳＮ　ａが、代替アドレスにＰＳＮ　ａ－１が設定された代替エン
トリー＃１が表示されている。そして、ＰＳＮ　ａ－１に記録された代替記録ブロック内
に以前アドレスフィールドとオリジナルアドレスフィールドとの値をＰＳＮ　ａで設定し
、この記録ブロックがＰＳＮ　ａから代替されたブロックであり、またＰＳＮ　ａ－１に
記録されているＤａｔａ　Ａ’の論理アドレスに該当する物理アドレス（すなわち、オリ
ジナルアドレス）がＰＳＮ　ａであることを表す。
【００６４】
　以後ホストは、再びＤａｔａ　Ａ’をＤａｔａ　Ａ”にＬＯＷによってアップデートし
ようとして、ＬＳＮ　ａにＤａｔａ　Ａ”を記録せよとドライブシステムに命令し、ドラ
イブシステムは、ＬＳＮ　ａに該当するディスク上のＰＳＮ　ａに既にデータが記録され
ており、また、代替エントリー＃１からＰＳＮ　ａがＰＳＮ　ａ－１に代替されていると
いうことを知って、ディスクの未記録領域ＰＳＮ　ａ＋１にＤａｔａ　Ａ”を代替して記
録し、論理アドレスＬＳＮ　ａに該当するＰＳＮ　ａがＰＳＮ　ａ＋１に代替された状態
を表すために代替エントリー＃１を変更する。図８を参照するに、代替エントリー＃１の
代替アドレスがＰＳＮ　ａ－１からＰＳＮ　ａ＋１に変更されたことが表示されている。
そして、ＰＳＮ　ａ＋１に記録された代替記録ブロック内の以前アドレスフィールド＝Ｐ
ＳＮ　ａ－１で表し、このブロックの前代替ブロックがＰＳＮ　ａ－１であることを表し
、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａで表して、ＰＳＮ　ａ＋１に記録されてい
るＤａｔａ　Ａ”の論理アドレスに該当する物理アドレス（すなわち、オリジナルアドレ
ス）がＰＳＮ　ａであることを表す。
【００６５】
　以後、ホストは、ＬＳＮ　ａ＋１にＤａｔａ　Ｂを記録せよとドライブシステムに命令
し、ドライブシステムは、ＬＳＮ　ａ＋１に該当するＰＳＮ　ａ＋１に既にデータが記録
されているということを知って、ディスクの未記録領域ＰＳＮ　ａ＋２にＤａｔａ　Ｂを
代替して記録し、論理アドレスＬＳＮ　ａ＋１に該当するＰＳＮ　ａ＋１がＰＳＮ　ａ＋
２に代替された状態を表すために代替エントリー＃２を生成する。図８を参照するに、本
来のアドレスがＰＳＮ　ａ＋１であり、代替アドレスがＰＳＮ　ａ＋２である代替エント
リー＃２が表示されている。そして、ＰＳＮ　ａ＋２に記録された代替記録ブロック内の
以前アドレスフィールド＝オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋１に設定して、
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この記録ブロックがＰＳＮ　ａ＋１から代替されたブロックであり、またＰＳＮ　ａ＋２
に記録されているＤａｔａ　Ｂの論理アドレスに該当する物理アドレスがＰＳＮ　ａ＋１
であるということを表す。
【００６６】
　以後ホストは、Ｄａｔａ　ＢをＤａｔａ　Ｂ’にＬＯＷによってアップデートしようと
して、ＬＳＮ　ａ＋１にＤａｔａ　Ｂ’を記録せよと命令し、ドライブシステムは、ＬＳ
Ｎ　ａ＋１に該当するディスク上のＰＳＮ　ａ＋１に既にデータが記録されており、また
代替エントリー＃２からＰＳＮ　ａ＋１がＰＳＮ　ａ＋２に代替されているということを
知って、ディスクの未記録領域ＰＳＮ　ａ＋３にＤａｔａ　Ｂ’を代替して記録し、論理
アドレスＬＳＮ　ａ＋１に該当するＰＳＮ　ａ＋１がＰＳＮ　ａ＋３に代替された状態を
表すために代替エントリー＃２を変更する。図８を参照するに、代替エントリー＃２の代
替アドレスがＰＳＮ　ａ＋２からＰＳＮ　ａ＋３に変更されたことが表示されている。そ
して、ＰＳＮ　ａ＋３に記録された代替ブロック内の以前アドレスフィールド＝ＰＳＮ　
ａ＋２に設定して、このブロックの直前代替ブロックがＰＳＮ　ａ＋２であることを表し
、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋１に設定して、このブロックに記録され
ているＤａｔａ　Ｂ’の論理アドレスに該当する物理アドレス（すなわち、オリジナルア
ドレス）がＰＳＮ　ａ＋１であることを表す。データＡをデータＡ’に代替し、再びデー
タＡ”に代替し、次いでデータＢを記録し、データＢをＢ’に代替することによって生成
された論理的ボリューム空間が図７Ｂに示されている。データＡ”は、ＬＳＮ　ａに対応
し、データＢ’は、ＬＳＮ　ａ＋１に対応する。
【００６７】
　代替エントリーを復旧する方法が説明される。
【００６８】
　今後、このように記録されたディスクがドライブシステムに再びローディングされてデ
ィスクのリードインまたはリードアウトの臨時欠陥管理領域から最終的なＴＤＦＬを得る
のに失敗する場合、ドライブシステムは、ＴＤＦＬの情報のうち、少なくともディスク上
に欠陥またはＬＯＷによって代替された状態を表す代替エントリーを復旧せねばならない
。代替エントリーの復旧は、ディスクに記録された記録ブロックからその記録ブロックに
入っている付加情報部分を取り出し、その付加情報部分に入っている以前アドレスフィー
ルド値とオリジナルアドレスフィールド値とを利用して行われる。その復旧方法を図７Ａ
ないし図９を参照して説明する。
【００６９】
　まず、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａ－１に記録されている記録ブロックを読み出し
て、以前アドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａから、ＰＳＮ　ａ－１はＰＳＮａから代替され
、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａからＰＳＮ　ａ－１に記録されているユー
ザデータは、ＰＳＮ　ａに該当する論理アドレスを有するということが分かる。これから
図９Ａを参照するに、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａがＰＳＮ　ａ－１に代替された状
態を表す代替エントリー＃１を生成する。
【００７０】
　次いで、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａに記録されている記録ブロックを読み出して
、以前アドレスフィールド＝オリジナルアドレスフィールド＝０から、このブロックが代
替されていない“ユーザブロック”ということが分かる。
【００７１】
　次いで、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａ＋１に記録されている記録ブロックを読み出
して、以前アドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ－１から、このブロックの以前代替ブロック
がＰＳＮ　ａ－１ということが分かり、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａから
、このブロックに記録されているユーザデータは、ＰＳＮ　ａに該当する論理アドレスを
有するということが分かる。したがって、ドライブシステムは、既に生成された代替エン
トリー＃１の状態を参照してＰＳＮ　ａの記録ブロックがＰＳＮ　ａ－１を経てＰＳＮ　
ａ＋１に代替されたということが分かるので、図９Ｂを参照するに、ドライブシステムは
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、生成された代替エントリー＃１の代替アドレスをＰＳＮ　ａ－１からＰＳＮ　ａ＋１に
変更する。
【００７２】
　次いで、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａ＋２に記録されている記録ブロックを読み出
して、以前アドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋１からブロックの以前代替ブロックがＰＳ
Ｎ　ａ＋１ということを知って、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋１から、
このブロックに記録されているユーザデータは、ＰＳＮ　ａ＋１に該当する論理アドレス
を有するということが分かる。これから図９Ｃを参照するに、ドライブシステムは、ＰＳ
Ｎ　ａ＋１がＰＳＮ　ａ＋２に代替された状態を表すさらに他の代替エントリー＃２を生
成する。
【００７３】
　次いで、ドライブシステムは、ＰＳＮ　ａ＋３に記録されている記録ブロックを読み出
して、以前アドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋２から、このブロックの以前代替ブロック
がＰＳＮ　ａ＋２ということを知って、オリジナルアドレスフィールド＝ＰＳＮ　ａ＋１
から、このブロックに記録されているユーザデータは、ＰＳＮ　ａ＋１に該当する論理ア
ドレスを有するということが分かる。ドライブシステムは、既に生成された代替エントリ
ー＃２の状態を参照してＰＳＮ　ａ＋１の記録ブロックがＰＳＮ　ａ＋２を経てＰＳＮ　
ａ＋３に代替されたということが分かるので、図９Ｄを参照するに、ドライブシステムは
、生成された代替エントリー＃２の代替アドレスをＰＳＮ　ａ＋２からＰＳＮ　ａ＋３に
変更する。
【００７４】
　このように記録ブロック内の付加情報部分に入っている以前アドレスフィールドとオリ
ジナルアドレスフィールドとを利用して、代替エントリー＃１と代替エントリー＃２とを
正確に復旧しうる。このように、本発明による復旧方法によれば、オリジナルアドレスフ
ィールドに保存された値が同じブロックのうちそれぞれの以前アドレスフィールドに設定
された値から最終的に代替されたブロックの位置を探すことができて、その代替エントリ
ーを正確に復旧しうる。言い換えれば、オリジナルアドレスフィールドは、代替エントリ
ーの本来位置に対するアドレスを知らせ、以前アドレスフィールドは、前記本来位置に該
当するブロックが最終的に代替された代替位置に対するアドレスを提供する。
【００７５】
　図７Ａに示された例で、もし、記録ブロック内にオリジナルアドレスフィールドのみを
提供すれば、その代替エントリーを正しく復旧できないということが分かる。もし、オリ
ジナルアドレスフィールドのみで代替エントリーを復旧可能にするためには、代替方法に
次のような制約を加えれば可能である。代替ブロックが所定順序で記録される場合、オリ
ジナルアドレスフィールド７０３の値及び所定順序を参照してオリジナルアドレスフィー
ルド７０３に記録された値のみを利用して、代替エントリーは復旧されうる。すなわち、
順序で以後ブロックのＰＳＮが順序上以前ブロックのＰＳＮに対応するオリジナルアドレ
スフィールド７０３に記録された値を有する場合に、順序上以後ブロックは、以前ブロッ
クを代替すると決定しうる。したがって、オリジナルアドレスフィールド７０３に記録さ
れた、順序上以前ブロックのＰＳＮに対応する値を有する最後のブロックのＰＳＮは、順
序上以前ブロックのための最後の代替ブロックとなる。
【００７６】
　すなわち、代替位置の物理的なアドレスが以前代替位置の物理的なアドレスまたは本来
位置の物理的なアドレスより常に大きいか、または常に小さくなければならない規則下に
代替が行われれば、その物理的な配列順序に代替のヒストリーが内在されるので、シーケ
ンシャルに配列された代替記録ブロックのうち、最初または最後の代替記録ブロックが最
終代替ブロックであるということが分かる。
【００７７】
　他の例として、現在代替ブロックの物理的アドレスが各以前代替ブロックの物理的アド
レスより常に小さいという規則下で代替が行われれば、物理的アドレスの配列に含まれた
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代替のヒストリーから、代替ブロックの順序で最も低い物理的アドレスを有する代替ブロ
ックが最後の代替ブロックであるということを決定しうる。
【００７８】
　図７Ａに示された例で、もし、記録ブロック内に以前アドレスフィールドのみを提供す
れば、図７Ａから分かるように、ＰＳＮ　ａは、ＰＳＮ　ａ＋３に代替されたと誤って認
識された代替エントリーを復旧する。しかし、もし、Ｄａｔａ　Ｂの記録時にＬＳＮ　ａ
＋１に記録を許容せず、ＬＳＮ　ａ＋２に記録することを許容したならば、（言い換えれ
ば、たとえ論理空間で未記録領域であっても、物理空間で記録された領域への記録命令を
禁止すれば、またはそのような位置に命令が下された時に、ドライブシステムがホストに
エラー報告をすれば）Ｄａｔａ　Ｂは、ＬＳＮ　ａ＋２に該当するＰＳＮ　ａ＋２に記録
され、Ｄａｔａ　Ｂ’は、ＰＳＮ　ａ＋３にＬＯＷによって記録されたであろう。このよ
うに、たとえ論理空間で未記録領域であっても、物理空間で記録された領域への記録命令
を禁止すれば、またはそのような位置に命令が下された時に、ドライブシステムがホスト
にエラー報告をすれば、図１Ｂ及び図１Ｃのような問題点は解消されうる。このような場
合ならば、代替エントリーを復旧するためのアドレス情報は、以前アドレスフィールドの
みで十分である。
【００７９】
　図１０は、本発明によってデータを記録する過程を示すフローチャートである。図１０
を参照するに、まず、ドライブシステムは、ホストからデータ記録命令を受信する（１０
０１）。ホストは、論理アドレスのみに関与するため、ドライブシステムにデータを記録
する論理アドレスを提供する。
【００８０】
　ドライブシステムは、このデータ記録命令による論理アドレスを物理アドレスに変換す
る（１００２）。
【００８１】
　ドライブシステムは、その物理アドレスを利用して、この物理アドレスが未記録領域で
あるか否かを判断する（１００３）。
【００８２】
　未記録領域である場合には、この記録命令によるデータは、代替データではなく、新た
なユーザデータを意味するので、以前アドレスフィールドとオリジナルアドレスフィール
ドとは“０”に設定する（１００４）。
【００８３】
　記録領域である場合には、この記録命令によるデータは、既にディスクに記録されたデ
ータをアップデートするための代替データを意味し、オリジナルデータに対する代替エン
トリーを探す（１００５）。
【００８４】
　代替エントリーがない場合には、現在記録する代替記録ブロックの以前アドレスフィー
ルドとオリジナルアドレスフィールドとの値をホストからの記録命令による物理アドレス
値（これが代替されていないオリジナルユーザデータが記録された位置を表す）に設定す
る（１００６）。そして、オリジナルアドレスと代替アドレスとを含む代替エントリーを
生成する（１００７）。オリジナルアドレスは、オリジナルユーザデータの物理アドレス
を表し、代替アドレスは、現在この代替記録ブロックが記録される物理アドレスを表す。
【００８５】
　代替エントリーがある場合、言い換えれば、これは、現在の代替がオリジナルデータに
対する二回目以上の代替であることを表し、したがって、代替エントリーを参照して現在
記録する代替記録ブロックの以前アドレスフィールド値とオリジナルアドレスフィールド
値とを決定する。すなわち、以前アドレスフィールドは、代替エントリーの代替アドレス
値とし、オリジナルアドレスは、代替エントリーのオリジナルアドレス値に設定する（１
００８）。そして、既に生成された代替エントリーの代替アドレスを変更する（１００９
）。すなわち、代替アドレスを以前代替アドレスから現在代替アドレスに変更する。
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【００８６】
　次いで、ホストの命令によって記録するデータ部分と付加情報部分（以前アドレスフィ
ールド及びオリジナルアドレスフィールド）とを含む記録単位ブロックを作って、ディス
クの代替アドレスに記録する（１０１０）。
【００８７】
　そして、前記で新たに生成または変更された代替エントリーを、ディスクのリードイン
領域またはリードアウト領域に記録する（１０１１）。
【００８８】
　図１１は、本発明によって代替エントリーを復旧する過程を示すフローチャートである
。図１１を参照するに、ユーザデータ領域に記録された記録単位ブロックを再生して、付
加情報部分から以前アドレスフィールドとオリジナルアドレスフィールドとの情報を獲得
する（１１１０）。
【００８９】
　次いで、代替アドレスとオリジナルアドレスとを含む代替エントリーを作成する（１１
２０）。代替エントリーの代替アドレスは、現在再生された記録単位ブロックの物理アド
レスであり、代替エントリーのオリジナルアドレスは、付加情報に入っているオリジナル
アドレスフィールドの値となる。
【００９０】
　その後、次の記録単位ブロックを再生して、付加情報部分から以前アドレスフィールド
とオリジナルアドレスフィールドとの情報を獲得する（１１３０）。
【００９１】
　既に作成された代替エントリーのオリジナルアドレスと現在獲得した記録単位ブロック
のオリジナルアドレスフィールド情報とが同じであるか否かを判断する（１１４０）。
【００９２】
　同じではない場合には、異なるユーザデータを意味するので、現在再生した記録ブロッ
クに関する代替エントリーを作成するために、オペレーション１１２０に進む。
【００９３】
　同じ場合には、同じユーザデータに対する代替データを意味するので、あらかじめ作成
された代替エントリーの代替アドレスを現在獲得した代替アドレスに変更する（１１５０
）。
【００９４】
　そして、再生する記録単位ブロックがさらに残っているかを判断し（１１６０）、さら
に残っている場合には、オペレーション１１１０に進んで、次の記録単位ブロックを再生
し、再生する記録単位ブロックが残っていない場合には、復旧動作を終了する。
【００９５】
　本発明によれば、ＬＯＷによる代替がスペア領域またはユーザデータ領域で具現される
システムで代替情報を効果的に復元可能にすることによって、データ再生の効率を高めう
る。
【００９６】
　以上、本発明についてその望ましい実施形態を中心に説明した。当業者は、本発明が本
発明の本質的な特性から逸脱しない範囲で変形された形態で具現されうるということが分
かるであろう。したがって、開示された実施形態は、限定的な観点ではなく、説明的な観
点で考慮されねばならない。本発明の範囲は、前述した説明ではなく、特許請求の範囲に
現れており、それと同等な範囲内にある全ての差異点は、本発明に含まれていると解釈さ
れねばならない。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１Ａ】従来の技術による問題点を説明するための参考図である。
【図１Ｂ】従来の技術による問題点を説明するための参考図である。
【図１Ｃ】従来の技術による問題点を説明するための参考図である。
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【図２】本発明による記録／再生装置の概略的なブロック図である。
【図３】図２に示された記録／再生装置の細部的な構成図である。
【図４】本発明による情報記録媒体の構造図である。
【図５】図４に示された代替エントリーのデータ構造を示す図である。
【図６】図４に示された情報記録媒体のユーザデータ領域に記録再生される単位ブロック
の構造のブロック図である。
【図７Ａ】本発明によってオリジナル及び代替ブロックが記録される情報記録媒体の物理
的ボリューム空間である。
【図７Ｂ】図７Ａに示された情報記録媒体の論理的ボリューム空間である。
【図８】図７Ａに示された例によって生成される代替エントリーの構造図である。
【図９Ａ】図７Ａに示されたディスク状態で代替エントリーを復旧する過程で復旧される
代替エントリーの構造図である。
【図９Ｂ】図７Ａに示されたディスク状態で代替エントリーを復旧する過程で復旧される
代替エントリーの構造図である。
【図９Ｃ】図７Ａに示されたディスク状態で代替エントリーを復旧する過程で復旧される
代替エントリーの構造図である。
【図９Ｄ】図７Ａに示されたディスク状態で代替エントリーを復旧する過程で復旧される
代替エントリーの構造図である。
【図１０】本発明によってデータを記録する過程を示すフローチャートである。
【図１１】本発明によって代替エントリーを復旧する過程を示すフローチャートである。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図９Ｃ】

【図９Ｄ】

【図１０】 【図１１】
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